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1.　がん相談支援センター

＜現　況＞
　「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」に基づき、院内外のがん患者及びその家族、地域住民及
び医療機関等から、面談や電話等による相談支援業務を専従のMSW2名及び看護師1名の3名体制で実施し
た。相談内容に応じて、医師・看護師・臨床心理士などのがん専門スタッフと連携のうえ支援を行った。
　令和4年度は、がん情報の発信の充実強化や外来通院時からの療養支援、がん患者・家族のホスピス・緩和
ケアに関わる相談に対するサポート、がん情報コーナーでの資料の閲覧・配布、「とよなかがんサロン」や

「ハローワーク池田出張相談会」の開催などを行った。また、新たにAYA世代のがん患者やその家族向けの交
流会「Toyonaka AYAトーク」を開催した。

＜令和4年度の業務実績＞
〔相談支援業務〕
・新規相談件数（再開ケースも含む）：803件（自施設675件、他施設等128件）
 ※昨年の656件より147件増
 ※月平均66件
・延べ相談件数：合計1,215件（面談1,033件、電話169件、その他13件）
　　　　　　　　※昨年の1,089件より126件増
　　　　　　　　※月平均101件
・対象者内訳：患者本人（48％）患者家族（44％）の順で、全体の92％を占める。
・対象患者の状況：

【居住地】豊中市在住（76％）豊能医療圏在住（11％）が主で、次いで他府県、大阪府下の順である。
【受診状況】当院受診中（92％）他院受診中（6％）受診医療機関なし・不明など（2％）
【がんの部位】大腸がん、乳がん、胃がん、肺がん､ 膵がんの罹患順での相談が多かった。
【相談内容】 （単位：件、％）

相談内容 件数 構成比率
がんの治療 205 5.7
がんの検査 35 1.0
症状・副作用・後遺症 163 4.5
セカンドオピニオン（一般） 50 1.4
セカンドオピニオン（受入） 2 0.1
セカンドオピニオン（他へ紹介） 11 0.3
治療実績 8 0.2
受診方法・入院 23 0.6
転院 59 1.6
医療機関の紹介 13 0.4
在宅医療 863 24.0
ホスピス・緩和ケア 807 22.5
療養環境（食事・服薬など） 77 2.1
家族の介護・看護・養育 478 13.3

相談内容 件数 構成比率
仕事・就労・学業 135 3.8
医療費・生活費・社会保障制度 238 6.6
臨床試験・先進医療 6 0.2
補完代替療法 3 0.1
不安・精神的苦痛 148 4.1
告知 6 0..2
医療者との関係・コミュニケーション 68 1.9
患者 ‐ 家族間の関係・コミュニケーション 81 2.3
友人・知人・職場の人間関係・コミュニケーション 5 0.1
患者会・家族会（ピア情報） 16 0.4
退院支援 9 0.3
生きがい・価値観 28 0.8
がん予防・検診 3 0.1
その他 53 1.5

※相談内容別に複数カウントしています。
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〔対応内容〕 （単位：件）
対応内容 件数

傾聴・語りの促進・支持的な対応 483
助言・提案・心理的サポート 836
情報提供 1,117
他施設受診の説明 10
当院他部門への連携（医師） 97
当院他部門への連携（病棟） 6

対応内容 件数
当院他部門への連携（外来） 20
当院他部門への連携（他職種） 6
当院他部門への連携（緩和ケアチーム） 7
他施設との連携 618
ピアサポート機能の紹介 2
その他 3

※対応内容別に複数カウントしています。

〔とよなかがんサロン〕
【開催回数12回】　・延べ参加者数：164名

開催日 内　　容 延べ参加者数
令和4年4月25日 談話会 12名
令和4年5月28日 談話会 10名
令和4年6月27日 談話会 10名
令和4年7月25日 談話会 10名
令和4年8月22日 談話会 10名
令和4年9月26日 談話会 11名
令和4年10月24日 談話会 19名
令和4年11月28日 談話会 15名
令和4年12月26日 談話会 15名
令和5年1月23日 談話会 17名
令和5年2月27日 談話会 18名
令和5年3月27日 談話会 17名

〔ハローワーク池田出張相談会〕
・両立支援コーディネーターの研修を修了した相談員とハローワーク池田の職員による相談会を開催
　（毎月第3水曜日） 　参加人数　14名

〔Toyonaka ＡＹＡトーク〕
【開催回数2回】　・延べ参加者数：5名

開催日 内　　容 延べ参加者数
令和4年7月29日 キックオフ会（Web開催） 2名
令和5年3月17日 ①ミニ講座　②情報交換＆トークタイム 3名

＜今後の課題＞
1． 認定がん相談支援センターの相談員の基準を維持するための計画的な相談員の配置と人材育成が行える

体制の整備
2．相談者のプライバシーに対して十分に配慮ができる相談スペースの確保
3．がん相談支援センターで行われている相談支援業務の院内・院外への周知と広報
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2.　緩和ケアセンター

＜現　況＞
　緩和ケアセンターは緩和ケアチームと緩和ケア外来を管轄する部門である。当院には緩和ケア診療科・緩
和ケア病棟がないため、専ら緩和ケアセンターが診療活動を担当している。緩和ケアチームは緩和ケア委員
会のもとに運営されており、チーム活動のうち診療以外の会議と勉強会・研修会・連携カンファレンスの詳
細については院内委員会報告（緩和ケア委員会）の項に記載した。

1．緩和ケアチーム構成
身体担当医　兼任12名（麻酔科、外科、放射線治療科、循環器内科、産婦人科、泌尿器科、消化器内科）
精神担当医　専従1名（精神科）　兼任1名（精神科　6/30退職）
看護師　専従1名（がん看護専門看護師）　専任1名（緩和ケア認定看護師）
　　　　 兼任9名（がん看護専門看護師1名、緩和ケア認定看護師1名、がん放射線療法看護認定看護師

1名、慢性心不全看護認定看護師1名、がん性疼痛看護認定看護師2名、乳がん看護認定看護師1名、
訪問看護師1名、その他1名）

薬剤師　専任1名　兼任2名（緩和薬物療法認定薬剤師）　
MSW　兼任3名
公認心理士　兼任1名
リハビリテーション専門職　作業療法士　兼任1名
管理栄養士　兼任2名
放射線技師　兼任1名

2．診療実績
1）緩和ケアチーム
年間依頼件数　266件（うち非がん3件、心不全20件）
依頼時期　 診断期19件、治療初期18件、抗がん治療期102件、初期治療終了期5件、治療終了後（BSC期）

98件、心不全治療中13件、その他11件
依頼内容　疼痛緩和133件　疼痛以外の身体症状緩和77件　療養環境調整0件
　　　　　心理面支援36件　家族ケア0件　睡眠障害7件　ACP導入8件　
　　　　　鎮静（倫理的問題）5件　　　
転　　帰　自宅退院112件（うち在宅ケア42件）　死亡退院62件
　　　　　緩和ケア病棟転院15件　　一般病棟転院3件　　施設入所7件
　　　　　介入終了59件　その他（継続）8件

2）緩和ケア外来
外来患者数　延べ404件（うち新規患者数44件）
　　　　　　外来開設日数　週5回　担当医師：柏木雄次郎　二宮万理恵
依頼時期　診断期2件、治療初期1件、抗がん治療期32件、初期治療終了期1件
　　　　　治療終了後（BSC期）7件、その他（相談など）1件
依頼内容　疼痛緩和30件　疼痛以外の身体症状緩和3件　心理面支援8件
　　　　　睡眠障害2件　その他1件
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3．業務内容
1）がんと診断された時からの緩和ケアの推進
平成26年から開始したがんスクリーニングは年々件数が増加傾向であり、今年度は1,984件であった。ま
た、緩和ケアチーム所属の認定看護師が診断時の医師からの説明に同席・面談を行い、早期からの緩和ケ
ア導入につなげている（がん患者指導管理料イ：342件、がん患者指導管理料ロ：203件）。

2）医療者および患者への緩和ケアの教育、広報、啓発　
緩和ケア研修会（PEACE研修）は3年ぶりに講師、受講者ともに院外からの参加者を受入れた。受講数は
コロナ禍前と同程度の37名であった。がんサポートグループの開催、かんわルー新聞の発行を継続した。
緩和ケア勉強会は院外からの受講者を募った対面集合型と、当日受講できなかった院内スタッフ向けにe
ラーニングでの実施となった。地域連携カンファレンスは対面型で院外の医療者を招いて実施した。

3）がん診療連携拠点病院の指定維持
国指定のがん診療連携拠点病院として、慢性心不全などの非がんを含めた緩和ケア提供体制の充実を図
った。日本緩和医療学会のセルフチェックプログラムに参加し、緩和ケアチーム活動の改善につなげてい
る。

4）緩和ケアに関する研究発表、先進的な取組み
・ 大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会のWGで作成された『大阪府がん緩和地域連携パス』を豊能

医療圏がん医療ネットワーク協議会・緩和ケア部会でリフォームした連携パス（通称リレーシート）の
運用を継続している。今年度は実際に使用して生じた問題点などを抽出し改善のための協議を行って
いる。

・ 循環器内科と共同して、慢性心不全患者の意思決定支援のためにアドバンスケアプランニングのシス
テム作りを行っている。

＜今後の課題＞
1．国指定がん診療連携拠点病院の指定再更新に向け、緩和ケア領域の基準の達成
2．緩和ケア領域を担うスタッフの確保（特に身体医師および公認心理士）
3．入院から退院・地域へと、切れ目のない緩和ケア地域連携の推進
4．がん以外の疾患（心不全等）に対する緩和ケア
5．アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の啓発
6．診断時からの緩和ケアの推進
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3.　がん薬物療法センター

＜現　況＞
　がんに対する治療薬は、従来からの化学療法製剤やホルモン剤に加え、分子標的薬剤、免疫療法製剤など
多岐にわたっており、副作用に注意が必要となっている。様々な新規薬剤の開発により、治療期間、生存期
間が延長し、それに伴い、療養期間も延長している。外来治療センターでは、治療実施当日に、薬剤師、看
護師が問診を行い、副作用対策を医師に提案するなど、チーム医療で治療の安全性を高め、患者に安心して
治療を受けていただけるよう配慮している。また、薬物療法の支持療法を診療科横断的に多職種でサポート
するため、外来治療センターで治療中の全患者、および薬剤師外来相談患者に対して薬剤師による薬剤指導
を実施している。
　地域連携医療の強化として、保険調剤薬局薬剤師を対象に、当院で使用しているがん薬物療レジメンに関
する研修会をWeb講演で3回実施した。
　その他、がんゲノム医療が選択肢になる患者の多くは外来治療センター通院中の患者であるため、患者へ
の啓発として、がんゲノム医療のポスターやリーフレットによって、外来治療センター通院中の患者に、が
んゲノム医療に関する情報を提供し、がんゲノム医療の候補患者には具体的な説明を行っている。

外来治療センター
治療実績（令和4年度）

延べ患者数
大腸がん 1,167
肝・胆・膵・がん 1,168
血液腫瘍 1,376
乳がん 994
胃がん 775
肺がん 549
婦人科がん 159
泌尿器科がん 285
食道がん 120
頭頚部がん 94
皮膚がん 29
脳腫瘍 20
十二指腸がん 9
原発不明 4
その他(非がん) 133
総人数 6,882

薬剤師による指導件数（令和4年度）
・点滴抗がん剤を含む治療患者対象：4,605件

・経口抗がん剤のみの治療患者対象：433件
薬剤師による総指導件数：5,038件

＜今後の課題＞
　現在、外来通院中の抗がん剤患者に対し、時間外には十分な対応ができないことがある。時間外の問い合
わせに対応できるような診療科横断的なマニュアルを作成する。その他、増加する外来治療センターの治療
実施件数に対し、安全に治療を実施できる環境整備の対応策を講じる必要がある。
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＜研究研修事項＞
学術・研修活動（市立豊中病院主催・共催・その他）

◎市立豊中病院主催・共催
■豊中薬剤師会研修会　◎

前立腺癌の薬物療法
佐藤元孝 豊中市、Web開催　　参加者：102名 令和4年6月28日

■豊中薬剤師会研修会　◎
ICI投与による免疫暴走について

大谷安司 豊中市、Web開催　　参加者：76名 令和4年10月11日
■豊中薬剤師会研修会　◎

肝細胞癌の集学的治療
福井浩司 豊中市、Web開催　　参加者：114名 令和5年2月14日

■豊中薬剤師会研修会　◎
服薬指導のコツ～肝細胞がん～とトレーシングレポート報告

久田真規子 豊中市、Web開催　　参加者：114名 令和5年2月14日

司会・座長・その他
■座長：川瀬朋乃

「前立腺癌の薬物療法」
演者：市立豊中病院　佐藤元孝
豊中薬剤師会研修会 豊中市、Web開催 令和4年6月28日

■座長：川瀬朋乃
「ICI投与による免疫暴走について」
演者：市立豊中病院　大谷安司
豊中薬剤師会研修会 豊中市、Web開催 令和4年10月11日

■座長：川瀬朋乃
「肝細胞癌の集学的治療」
演者：市立豊中病院　福井浩司
豊中薬剤師会研修会 豊中市、Web開催 令和5年2月14日

■座長：川瀬朋乃
「服薬指導のコツ～肝細胞がん～とトレーシングレポート報告」
演者：市立豊中病院　久田真規子
豊中薬剤師会研修会 豊中市、Web開催 令和5年2月14日
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